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県下一周駅伝競走大会が開催
53区間588.1kmをタスキリレー

県下一周市郡対抗駅伝競
走大会が２月18日から５日
間行われ、12地区の代表
が県内を駆け抜けました。
指宿チームは、鹿児島市役
所前を一斉スタートした初
日に地元入り。Ｂクラス死守
を目標に挑みましたが、惜
しくも９位に終わりました。
それでも、指宿商業高校の
生徒を中心に若い世代が
活躍し、昨年より総合タイ
ムを約18分短縮するなど、
チームに勢いをつけました。

今月の表紙

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

●日曜窓口開設
（指宿庁舎）

●MAIENZA販売日
●センター開放 ９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談

９：00～11：00
●子育てママ・パパの運動教室
（託児付き） 10：00～1１：00

●乳児・産婦健診(指宿地域児対象）
◎12：50～13：15

●春の全国交通安全
運動

●市内小・中学校
　入学式

●６～８か月児健診
(指宿地域児対象）
◎12：50～13：15

●育児相談
◎10：00～11：00

●センター開放 ９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談

９：00～11：00
●楽しく遊ぼう教室 10：00～１1：0０

●１歳６か月児健診（指宿地域児対象）
◎12：50～13：15

●母子手帳交付、妊婦
相談 ９：30～11：00

●乳児・産婦健診
（山川・開聞地域児対）

◎12：50～13:05
●６～８か月児健診

山川・開聞地域児対）
◎13：05～13：20

●粗大ごみ収集日
(丹波校区)

●交通事故無料
相談会

●オールドカー
フェスタ
in指宿かいもん

●ヘルシーランド
健康相談
10：00～13：00

●センター開放 ９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談

 ９：00～11：00
●育児相談 ◎9:15～10：30
●２歳児健診(指宿地域児対象）

◎12：50～13：15
●子育てママ・パパの運動教室
（託児付き） 10：00～1１：00

●移動年金相談日 ●子育てママ・パパの
運動教室（託児付き） 
10：00～1１：00

●MAIENZA
販売日

●母子手帳交付、
妊婦相談
 ９：30～11：00

●センター開放 ９：00～11：00
●母子手帳交付、妊婦相談

９：00～11：00
●楽しく遊ぼう教室 10：00～１1：0０

●３歳児健診（指宿地域児対象）
◎12：50～13：15

●育児相談
◎10：00～11：00

●１歳６か月児健診
 （山川・開聞地域児対象）
◎12：50～13：15

●アロハ健幸ウオー
ク＆アロハ宣言

●ゴールデンウィーク
イベントはしむれ
子どもまつり
(～5月7日)

●６～８か月児健診
（指宿地域児対象）
◎12：50～13：15

●体育施設無料開放
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●
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

●
保
健
セ
ン
タ
ー
日
程

◎
は
受
付
時
間

4 April 2017 インフォメーションカレンダー
指宿保健センター　　　　開聞保健センター
レジャーセンターかいもん 　　　山川文化ホール
愉徒里館　　　　ヘルシーランド 　　　山川図書館

開催場所
指宿保
レジャ
愉徒里 ヘルシ 山川図

開聞保
山川文

山川文

編集発行

■人のうごき ３月１日現在（前月比）

指宿市市長公室広報統計係
〒891-0497　鹿児島県指宿市十町2424番地
☎㉒2111内123
ホームページ  http://www.city.ibusuki.lg.jp
メール  info@city.ibusuki.jp

編集発行
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指宿保

税の種類 期　　別
軽 自 動 車 税 全　期
口 座 振 替 日 ４月25日㊋
納 付 書 で の 納 期 限 ５月１日㊊

総  人  口 40,953人（−41）
男 18,821人（−11）
女 22,132人（−30）

世  帯  数 18,227戸（−30）

問税務課収納対策室管理係内232

■今月の税金は？

指宿市の“今”を発信する広報誌 4Ibusuki City Public Relations
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  ［特集］平成29年度 施政方針・当初予算

未来への投資



６
次
産
業
化
の
推
進

農
林
畜
産
物
の
加
工
な
ど
で
、
高
い
付

加
価
値
を
付
け
る
な
ど
の
起
業
活
動
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
防
除
技
術
や
か
ご
し
ま

の
農
林
水
産
物
認
証
制
度
を
積
極
的
に
推

進
し
、
消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
安
心
・
安

全
な
産
地
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

新
た
な
交
通
体
系
の
検
討

市
内
循
環
バ
ス
の
よ
り
効
率
的
、
効
果

的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
、
地
域
の

実
態
や
課
題
な
ど
を
調
査
分
析
し
ま
す
。

特
産
品
の
販
売
促
進

農
畜
水
産
品
や
か
つ
お
節
な
ど
の
加
工

品
の
販
売
促
進
に
つ
い
て
、
各
関
係
経
済

団
体
と
連
携
し
、
主
要
市
場
や
首
都
圏
に

お
け
る
大
型
量
販
店
で
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

効
果
的
な
誘
客
対
策

鰻
温
泉
や
篤
姫
、
濵
﨑
太
平
次
な
ど
、

「
西
郷
ど
ん
」
と
の
ゆ
か
り
を
全
国
的
に

Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
客
の
誘
客
と
受
入
体
制
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
つ
い

て
は
、
南
薩
４
市
や
南
大
隅
町
な
ど
と
連

携
し
て
、
受
入
環
境
の
整
備
や
誘
客
Ｐ
Ｒ

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

幹
線
道
路
の
整
備

国
が
行
う
国
道
２
２
６
号
の
北
十

町
・
大
園
原
地
区
の
交
差
点
改
良
と
歩

道
整
備
、
県
の
事
業
の
指
宿
鹿
児
島
イ

ン
タ
ー
線
（
池
田
工
区
）
道
路
改
良
事

業
に
よ
り
、
市
内
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に

努
め
ま
す
。

生
活
道
路
の
整
備

新
西
方
小
牧
線
、
柳
田
迫
田
線
、
山

川
児
ケ
水
線
、
京
田
城
街
道
線
な
ど
の

改
良
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷

ど
ん
」
放
映
決
定
で
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
鰻
地
区
の
市

道
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

雨
水
の
浸
水
対
策

弥
次
ヶ
湯
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
基
本
設

計
を
行
う
と
と
も
に
、
十
町
土
地
区
画

整
理
地
区
内
の
雨
水
幹
線
築
造
工
事
、

旧
潟
口
雨
水
ポ
ン
プ
場
取
り
壊
し
と

吐は
け
ぐ
ち口
工
事
を
行
い
ま
す
。

建
築
物
の
耐
震
化

建
築
物
の
耐
震
化
促
進
事
業
に
該
当

す
る
大
規
模
建
築
物
や
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
に
補
助
を
行
い
、
建
築
物
の
耐

震
化
を
促
進
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
最
重
点
施
策
と
し

て「
つ
な
ぐ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
学
校
や

保
護
者
、
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、「
将
来
を
見
据
え
た
学
校
規
模
の

適
正
化
」、「
小
中
一
貫
教
育
を
視
野
に
入

れ
た
教
育
課
程
の
研
究
」、「
読
書
活
動
の

推
進
」を
掲
げ
推
進
し
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

災
害
時
に
は
避
難
所
と
な
る
体
育
館
の

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
を
進
め
、
洋
式
化

率
の
低
い
学
校
ト
イ
レ
の
改
修
や
、
校
内

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育

「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か

な
体
」の
調
和
を
重
視
し
、
社
会
を
生
き
抜

く
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

読
書
活
動
の
推
進

読
書
活
動
推
進
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
第
３

次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

国
体
の
準
備

２
０
２
０
年
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
第

７
５
回
国
民
体
育
大
会
に
向
け
、
指
宿
総

合
体
育
館
の
大
規
模
改
修
工
事
や
開
聞
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
整
備
を
行
い
ま
す
。

重点的に取り組む施策

「市民の幸せ」と「世界に誇れる指宿をつくる」ために

土
木
行
政

教
育
行
政

平成29年度 施政方針

元
気
な
高
齢
者
を
増
や
す

高
齢
者
の
自
宅
で
の
生
活
を
支
援
す
る

ほ
か
、
社
会
参
加
や
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
介

護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
予
防
し
、
健

康
を
保
ち
増
進
さ
せ
る
施
策
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。

安
心
し
て
生
み
育
て
る
環
境
を

妊
婦
一
般
健
診
を
行
い
、
妊
婦
の
健
康

管
理
の
充
実
と
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。
ま
た
、
産
科
医
の
確
保
や
不
妊
治
療

費
助
成
の
ほ
か
、
新
た
に
産
後
ケ
ア
の
た

め
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
化
へ

燃
え
る
ご
み
か
ら
資
源
ご
み
へ
の
誘
導

を
強
化
し
、
環
境
教
育
や
出
前
講
座
を
充

実
さ
せ
生
ご
み
や
古
着
の
回
収
モ
デ
ル
事

業
を
拡
充
す
る
な
ど
、
事
業
者
や
市
民
の

皆
さ
ま
と
協
働
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た

め
に
、
地
域
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
の
原

動
力
と
な
る
、
人
“
財
”
の
育
成
や
対
話

の
場
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組

織
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　
豊
留
市
長
は
、
指
宿
市
議
会
３

月
定
例
会
で
平
成
29
年
度
の
施
政

方
針
と
予
算
大
綱
を
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
重
点
的
に
取
り

組
む
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
演
説

し
ま
し
た
。

本
市
の
人
口
は
、
平
成
52
年
に

は
３
万
人
を
下
回
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
現
実
を
し
っ
か

り
と
直
視
し
、
未
来
を
見
据
え
、

現い

ま在
を
生
き
る
私
た
ち
が
な
す
べ

き
こ
と
は
何
な
の
か
、
し
っ
か
り

検
討
し
、
手
だ
て
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」を
創

生
し
、
人
口
減
少
の
進
行
に
歯
止

め
を
か
け
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
郷ふ

る
さ
と土

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
の
は
、
私

た
ち
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
は「
未
来
へ
の
投

資
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
重
点
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご

協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら「
豊
か

な
資
源
が
織
り
な
す
食
と
健
幸
の

ま
ち
」を
目
指
し
、
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
を
重
ね
、
未
来
志
向
型
の
行
政

を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
覚
悟
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

産
業
振
興

市
民
福
祉

　鰻温泉や篤姫ゆかりの地などの整備事業を
行うとともに、観光協会や各商工団体などと
連携し、「オール指宿」で誘客と受入体制の整
備に取り組みます。

　「歩いて楽しめるまちづくり事業」を充実さ
せるとともに、専任の地域おこし協力隊を募
集し、商店街活性化のための施策を推進しま
す。

指宿駅と指宿港海岸をつなぐ
中央通りの賑

にぎ
わい創出事業

サッカー・多目的グラウンド整備に
向けた基本計画策定

NHK大河ドラマ「西
せ ご

郷どん」放映
に向けた誘客事業

　検討委員会の提言書を踏まえ、次世代を担
う子どもたちの育成、健幸のまちづくりの推
進、観光・経済の活性化と地域振興を目的に、
整備計画を策定します。
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平成29年度当初予算が、指宿市議会３月定例会で審議され、３月
24日に可決成立しました。各会計の予算額は、前年度と比較して一
般会計が4.0％、9億5,129万円増加、特別会計が4.9％、7億9,974
万円減少、公営企業（水道事業）会計が12.2%、1億2,017万円増加
し、全会計の総額は414億450万円となっています。

市の貯金と借金の推移
　市の貯金である基金残高は、平成28年度末で82億2,662万円
の見込みとなっています。交付税の減額や公共施設を整備する
場合など、財源の調整に使う財政調整基金は、将来を見据えて
計画的に積み立ててきました。市の借金である市債残高は、240
億円前後で推移してきましたが、近年は公共施設の耐震化や大
規模改修工事などで増加しています。今後も、堅実な事業計画
と財政運用に努めていきます。

　市民１人当たりの目的別歳出予算額は次のとおりです。昨
年度と同様に、民生費の割合が高くなっています。指宿総合
体育館大規模改修やサンシティホールいぶすき人工芝化等改
修などのため、教育費が大幅に伸びています。

※（　 ）内は前年度比、人口は1月1日時点の推計人口41,092人

市民１人当たりの予算
60万6,930円（6.4%　）

前年度比
一般会計　　249億4,000万円（  4.0％　）
特別会計　　153億6,158万円（  4.9％　）
公営企業会計　  11億292万円（12.2％　）
合　　計　　　414億450万円（  0.7％　）

区　　分 29年度 28年度 前年度比
一 般 会 計 249億4,000万円 239億8,871万円 4.0%

国 民 健 康 保 険 85億6,310万円 87億1,071万円 −1.7%
後 期 高 齢 者 医 療 6億4,563万円 6億5,261万円 −1.1%
介 護 保 険 46億3,732万円 47億1,047万円 −1.6%
温 泉 配 給 事 業 5,757万円 3,887万円 48.1%
唐船峡そうめん流し事業 2億5,190万円 2億2,128万円 13.8%
公 共 下 水 道 事 業 12億606万円 18億2,738万円 −34.0%

小　　計 153億6,158万円 161億6,132万円 −4.9%
水 道 事 業 会 計 11億292万円 9億8,275万円 12.2%

合　　計 414億450万円 411億3,278万円 0.7%

区　　分 29年度
市 債 269億2,042万円

区　　分 29年度
財 政 調 整 基 金 20億2,381万円
減 債 基 金 15億8,788万円
そ の 他 の 基 金 9億6,569万円
その他特定目的基金 24億9,787万円

合　　計 70億7,525万円

各会計予算額比較表 市債残高（一般会計）

基金残高（一般会計）
※平成30年3月末の見込み額

特
別
会
計

※平成30年3月末の見込み額（平成28年度決算剰余金は含まない）

平成29年度 当初予算

民生費
187,759円

（0.3% ）
児童・高齢者・障害者の福祉など

土木費
73,576円

（14.2% ）
道路・公園・公営住宅の整備など

農林
水産業費
28,927円

（5.2% ）
農林・畜産・水産業の振興など

教育費
78,836円

（45.0% ）
学校の管理運営・施設整備・生涯学
習など

公債費
70,003円

（2.0% ）
施設整備などで借りたお金の返済

商工費
25,872円

（22.2% ）
商工業・観光の振興など

総務費
74,776円

（2.8% ）
総務・財政管理・政策推進・地域振
興・税務事務など

衛生費
38,923円

（2.9% ）
ごみ、し尿の処理や健康増進など

その他
28,258円

（2.0% ）
消防活動や市議会運営など
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市債 財政調整基金
歳入
249億
4,000万円

地方消費税
7億円
（2.8％）

地方譲与税
1億7,400万円
（0.7％）

その他
4,610万円（0.2％）

寄附金
6億50万円（2.4％）

使用料・手数料
5億8,688万円（2.4％）

分担金・負担金
2億506万円（0.8％）

その他自主財源
4億2,737万円（1.7％）

自主財源

73億3,968万円（29.4％）

依存財源

176億32万円（70.6％）

市税
40億

3,910万円
（16.2％）

地方交付税
74億

5,500万円
（29.9％）

市債
42億

2,370万円
（16.9％）

国庫支出金
30億

4,251万円
（12.2％）

県支出金
19億

5,901万円
（7.9％）

繰入金
14億

8,077万円
（5.9％）

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
入湯税
都市計画税

14億3,310万円
20億5,500万円
1億4,780万円
2億6,900万円
8,000万円
5,420万円

歳出
249億
4,000万円

扶助費
46億

3,953万円
（18.6％）

人件費
37億

3,397万円
（15.0％）

公債費
28億

7,656万円
（11.6％）

普通
建設事業費
48億

4,864万円
（19.4％）

災害復旧費
548万円（0.0％）

物件費
30億

3,776万円
（12.2％）

補助費等
34億

1,786万円
（13.7％）

積立金
3億

2,327万円
（1.3％）

繰出金
18億6,458万円

（7.5％）

維持補修費
1億5,333万円
（0.6％）

その他
3,902万円（0.1％）

義務的経費

112億5,006万円（45.1％）

投資的経費

48億5,412万円（19.5％）
その他経費

88億3,582万円（35.4％）

民生費
77億1,539万円
（30.9％）

教育費
32億3,953万円
（13.0％）

総務費
30億7,271万円
（12.3％）

土木費
30億2,340万円
（12.1％）

公債費
28億7,656万円
（11.5％）

衛生費
15億9,942万円（6.4％）

農林水産業費
11億8,867万円（4.8％）

商工費
10億6,315万円（4.3％）

消防費 9億6,496万円（3.9％）

その他
1億9,621万円（0.8％）

自主財源
市町村が、自主的に調達できる
財源
依存財源
国や県の意思決定に基づいて配
分される財源
義務的経費
人件費や社会保障費など、支出
が義務付けられている経費
投資的経費
道路・公共施設などの新設や改
修、国・県の行う公共事業負担
金などの経費
その他の経費
上記の義務的・投資的経費以外
の経費

用語の説明

未来への投資

全体額 ※（　）内は構成比

予算のポイント
　一般会計予算の増加は、ふ
るさと納税をより推進するほ
か、指宿総合体育館大規模改
修や土地区画整理、西

せ ご
郷どん

観光誘客環境整備などの普通
建設事業費が、昨年より約８
億円増加したことが主な要因
です。「未来への投資」を進め
る一方、将来の財政負担にも
考慮しながら、限りある財源
を効率的・効果的に活用した
予算となっています。
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未来への投資

�防災行政無線同報系難聴地域対策整備事業
（指宿地域）3,337万円
防災無線のデジタル電波を防災ラジオで受信できる
ように、整備を行います。
�防災ハザードマップ作成事業　930万円
県が指定する危険地区を含めた最新のハザードマッ
プを作成し、各世帯に配布します。
�消防施設整備事業（徳光分団）　940万円
徳光分団消防車庫の建て替えのため、設計などを行
います。
�指宿南九州消防組合負担金　6億9,983万円
指宿南九州消防組
合の管理・運営に
係る負担金です。

�指宿総合体育館大規模改修事業
  12億7,815万円

指宿総合体育館の大規模改修を行います。
�国民体育大会事業　1,410万円
第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」開
催に向けて、準備を進めます。
�サンシティホールいぶすき人工芝化等改修事業

  5,550万円
�小・中学校改修事業（大規模改修・トイレ改修等）

　9,160万円
�サッカー・多目的グラウンド整備事業　866万円
次世代を担う子ど
もたちの育成や、
市民の健康づくり
のための施設整備
に向け、基本計画
作成や先進地視察
などを行います。

�西
せ ご

郷どん関連道路等環境整備事業
　6,400万円

鰻地区駐車場や隼人松原公園の整備など、「西郷ど
ん」放映に向けて環境整備を進めます。
�十町・湊土地区画整理事業　8億3,573万円
同地区の家屋移転・道路整備を行います。
�道路新設改良事業　5億6,471万円
幹線道路や生活道路の整備を行います。
�社会資本整備総合交付金事業　2億8,044万円
国の交付金を活用して、道路整備・区画整理などを
行います。
�瀬崎港海岸高潮

　対策事業
　2,373万円

高潮対策として護岸
の改良を行います。

資源ごみ分別収集事業　6,093万円
分別された資源ごみを収集、運搬、処理します。ま
た、ごみステーションや常設収集所でごみの分別指
導を行います。
�住宅リフォーム助成事業（個人・定住者向け）

　1,306万円
個人と定住予定者向けの住宅リフォームの費用を助
成します。
�定住促進対策事業　300万円
指宿広域市町村圏組合負担金　6億5,401万円
指宿広域汚泥リサイクルセンターや新ごみ処理施設
「指宿広域クリー
ンセンター」の維
持管理、旧焼却施
設の解体、管理型
最終処分場建設費
の公債費などに充
てられます。

�西郷どん観光誘客事業　5,181万円
「西郷どん」放映に向けて、西郷どん館の設置やボ
ランティアガイドの育成を行います。
�園芸施設共済支援対策事業　339万円
災害時の農家負担軽減のため、共済加入を促しま
す。
�地域商品活性化事業　1,716万円
地域商品の開発支援や商談会の開催など、新たな販
路開拓に向けた取り組みを行います。
�商店街活性化事業　1,203万円
専任の地域おこし協力隊を配置し、商店街と連携し
た取り組みを進め
ます。
�山川漁港整備事
業  1億539万円
大型船が入港でき
るよう、漁港の海
底を掘り下げ、水
深を深くします。

�病児保育事業　1,070万円
仕事が休めない保護者などの負担軽減のため、一
時的に病気中の子どもの保育や看病を行います。
�地域介護基盤整備事業　1億1,414万円
地域密着型サービス施設の開設や転換整備の費用を
補助します。
�子ども医療費助成事業　１億3,013万円
�健幸のまちづくり推進事業　1,096万円
�妊婦歯科検診・産後ケア・新生児聴覚検査事業

　299万円
妊娠期からの虫歯予防や産後の母体ケア、育児支
援、新生児の聴覚
検査などを行い、
産み育てやすい環
境づくりを進めま
す。

�共生協働推進事業　340万円
新たな公共サービスを支えるNPO活動や自治会活
動を支援します。
�共創の場づくり事業　447万円
市民と行政が互いに参画し合える「場」を提供し、
人材育成と情報共有の仕組みづくりを推進します。
�自治会支援等事業　1,158万円
地域自治会の活性化促進や安全灯設置などを支援し
ます。
�ゆるやかにつながる小さなまち・むらづくり
事業　844万円
地域自身による課
題解決を促進し、
地域力の創出を支
援します。

安全で安心な環境づくり教育・学校施設の充実

住みよいまちなみ整備 生活環境の整備

農林水産・観光・商工業の振興 健康・福祉・子育て支援

共生・協働のまちづくり
ふるさと応援基金　活用額 2億3,473万円

ふるさと納税を財源とした「ふるさと応援基金」を
活用し、次の事業などに充てています。
�山川・開聞地域観光地等維持管理事業 1,268万円
�予防接種事業 4,226万円
�給食センター施設整備事業（備品購入） 1,689万円
�こころのプロジェクト夢の教室事業 410万円　 

合併まちづくり基金　活用額 1億1,647万円
合併まちづくり基金を活用し、消防団員の雨衣購入
や防災ハザードマップ作成事業などに充てていま
す。

公共施設整備基金　活用額 2億522万円
公共施設整備基金を活用し、指宿総合体育館や指宿
庁舎の大規模改修事業などに充てています。

基金の活用

子育て支援や福祉の充実をはじめ、安全・安心を守るための整備、基幹産業・観光の振興、将来を担う子ども
たちの育成など、市民の皆さんが「指宿に住んで良かった」と実感できるまちづくりを進めていきます。

平成29年度 主な事業
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1  大宮姫の伝説などを描いた紙芝居は指宿駅前を訪れた観光客にも人気 2  「ぬいぐるみおとまり会」で読み聞かせに夢中になる子どもたち 3  子どもたちを震え上がらせた
図書館での肝試し 4  小学校で行う読み聞かせの準備で指宿高校の生徒を熱心に指導 5  夜ならではの雰囲気の中おはなし会を楽しむ子どもたち

1

　

「
家
に
一
人
で
寂
し
か
っ
た
。
時
計
の

音
だ
け
が
響
い
て
て
。
図
書
館
に
行
っ
た

ら
誰
か
い
る
と
思
っ
て
来
ま
し
た
」
そ
う

言
っ
て
図
書
館
を
訪
れ
た
子
ど
も
が
い
た
。

　

「
そ
の
子
は
長
く
学
校
を
休
ん
で
い
て
、

親
も
仕
事
で
家
に
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
時
、
頼
っ
て
も
ら
え
る
図
書
館
に

な
れ
た
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
い
」
そ
ら

ま
め
の
会
の
下し

も
ひ
ご
し

吹
越
か
お
る
理
事
長
は
そ

う
言
っ
て
涙
ぐ
ん
だ
。

　

指
宿
・
山
川
図
書
館
は
、
平
成
19
年
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
を
取
り
入
れ
、
今
日

ま
で
10
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
そ
ら
ま
め
の

会
が
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
き
た
。

　

同
会
は
、「
指
宿
市
立
図
書
館
を
支
え
る

会
」
と
し
て
発
足
。
市
内
の
学
校
司
書
や

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
、
図
書
館
を

よ
り
よ
く
し
た
い
と
結
集
し
た
の
が
始
ま

り
だ
っ
た
。
当
時
は
主
に
、
お
は
な
し
会

の
開
催
や
館
内
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
刷
新
に

力
を
注
い
で
い
た
。
そ
の
後
、
指
定
管
理

者
に
応
募
す
る
と
同
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

な
り
、
管
理
者
に
決
ま
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
辞
め
て
運
営
に
加
わ
っ
た
。

　

山
川
図
書
館
館
長
の
久ひ

さ
か
わ川
文あ
や
の乃
さ
ん
は

「
は
じ
め
は
図
書
館
に
来
る
人
が
本
当
に

少
な
く
て
、
学
校
司
書
を
辞
め
て
正
解
だ

っ
た
の
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
ま
ず
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
作

る
の
が
大
切
だ
と
思
い
、
図
書
館
に
来
る

子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
」

と
語
る
。
夏
休
み
に
は
毎
週
工
作
教
室
な

ど
を
行
い
、
２
～
３
年
た
っ
た
頃
に
、
や

っ
と
人
が
集
ま
り
始
め
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
も
、
地
域
に
親
し
ま
れ
る
図
書

館
を
目
指
し
て
、
精
力
的
に
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
努
力
は
実
を

結
び
、
平
成
27
年
度
の
１
日
の
平
均
来
館

者
数
は
約
２
７
０
人
と
、
10
年
前
を
50
人

上
回
る
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
に
も
、
子
育
て
支
援

と
し
て
、
指
宿
図
書
館
に
授
乳
室
や
オ
ム

ツ
替
え
の
部
屋
を
設
け
、
親
が
ト
イ
レ
に

行
く
と
き
に
は
赤
ち
ゃ
ん
を
預
か
る
な
ど
、

一
日
過
ご
せ
る
図
書
館
と
し
て
も
親
し
ま

れ
て
い
る
。「
図
書
館
を
居
心
地
の
い
い
場

所
に
す
る
の
も
、
私
た
ち
の
目
標
。
忙
し

い
生
活
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
自
分
を
取
り

戻
す
よ
う
な
、
い
い
時
間
を
過
ご
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
す
下
吹
越
理
事
長
。
指

宿
図
書
館
に
新
設
し
た
カ
フ
ェ
を
思
わ
せ

る
ス
ペ
ー
ス
も
、
訪
れ
る
人
に
く
つ
ろ
ぎ

を
提
供
し
て
い
る
。（
上
写
真
参
照
）

　

彼
女
た
ち
を
突
き
動
か
す
も
の
。
そ
れ

は
、
地
域
の
役
に
立
つ
図
書
館
に
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
。「
図
書
館
は
“
知
の
拠

点
”
。
紀
元
前
の
本
も
現
代
の
本
も
あ
り
、

先
人
の
知
恵
の
宝
庫
で
す
。
本
を
通
し
て
、

人
生
を
豊
か
に
し
て
も
ら
い
た
い
」。
そ

の
思
い
は
出
会
っ
た
人
の
心
を
打
ち
、
今

日
も
ま
ち
に
笑
顔
が
増
え
続
け
て
い
る
。

サ
ン
キ
ュ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

　

指
定
管
理
10
年
を
迎
え
た
そ
ら
ま
め
の

会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
に
備
え
付
け
の
用
紙
か
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

問�

指
宿
図
書
館

　

☎
㉓
２
８
２
７

地域に愛される図書館にしたい

2

3

5 4

本と人とをつなぐ「そらまめの会」
今回は、指宿・山川図書館を管理して10年を迎えた、
そらまめの会の皆さんにお話を聞きました。

いぶすきの

このまち �もっと �あたたかく

笑顔が絶えないそらまめの会理事の皆さん。（下段右から）下吹越かおる理事長（指宿図書館館長）、久川文乃さん
（山川図書館館長）、（上段右から）岡野久子さん（指宿図書館副館長）、德留絵里さん（山川図書館副館長）

そらまめの会
ホームページ
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指宿市長

豊
と よ ど め

留 悦
え つ お

男

IBUSUKI
REDISCOVERY

Series  &  Essay

河川・海岸愛護運動団体で表彰

市建設業組合が要望書を提出

自衛隊入隊予定者を激励
成川自治区が河川愛護運動、指宿港海
岸保全推進協議会が海岸愛護運動の優
良団体として県知事表彰を受賞し、２月
22日に表彰状の伝達式が行われました。
地域住民を始め、広く市民を巻き込ん
だ精力的な取り組みが評価されました。

市建設業組合が２月22日、市長を訪問
し２つの要望書を手渡しました。「西

せ ご

郷
どん」放映で増加が予想される観光客
受け入れと、地域発展・快適なまちに向
けて「鰻地区の環境整備」と「市内の
道路などの整備」を提言・要望しました。

自衛隊入隊予定者壮行・激励会が３月
８日、市役所で行われました。本市から
の入隊予定者11人を、市長や自衛隊関
係者らが激励。入隊予定者の三

みついし

石彪
ひょうが

雅
（湯之里）さんは「指宿出身隊員として、
誇りを持って頑張りたい」と話しました。

CITY TOPICS

報
恩

謝
徳

　

花
び
ら
が
川
面
に
落
ち
た
と
た

ん
に
、
小
ア
ユ
が
お
ど
ろ
い
て
泳

い
で
逃
げ
た
去
っ
た
様
子
を
詠
ん

だ
句
で
す
。

　

街
の
あ
ち
こ
ち
で
目
に
す
る

初
々
し
い
新
社
会
人
を
、
四
十
数

年
前
の
自
分
に
つ
い
重
ね
合
わ
せ

て
見
て
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も

新
入
社
員
に
は
、
希
望
と
不
安
が

つ
き
も
の
で
す
。
中
で
も
最
近
は
、

職
場
の
人
間
関
係
に
不
安
を
持
つ

若
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

新
入
社
員
の
意
識
調
査
に
よ
る

と
、
身
に
付
け
た
い
能
力
「
対
人

対
応
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」「
想
像
力
」「
決
断
力
」「
仕
事

の
処
理
能
力
」「
上
司
・
先
輩
と
の

人
間
関
係
」
が
上
位
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
一
歩
を

踏
み
出
し
た
新
社
会
人
に
望
み
た

い
こ
と
の
第
１
位
が
「
あ
い
さ
つ

を
す
る
」
で
す
。
気
持
ち
よ
く
あ

い
さ
つ
を
し
、
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い

る
新
人
の
言
動
に
、
自
分
が
な
く

し
て
し
ま
っ
た
も
の
に
気
付
か
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
で
包
装
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
が
破
れ
て
い
て
苦
情
を
言
う
と
、

「
マ
ジ
で
す
か
？
」
と
店
員
さ
ん

に
言
わ
れ
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
正
し
い
日
本
語
を

使
う
」「
敬
語
を
正
し
く
使
う
」

こ
と
も
、
新
社
会
人
に
望
み
た
い

こ
と
の
上
位
に
あ
り
ま
す
。

　

声
を
出
さ
ず
、
目
も
合
わ
さ
ず
、

ち
ょ
っ
と
会
釈
す
る
だ
け
で
「
お

は
よ
う
」
と
言
わ
な
い
職
場
が
あ

る
よ
う
で
す
。
あ
い
さ
つ
し
て
も

目
も
顔
も
合
わ
さ
な
い
で
、
パ
ソ

コ
ン
相
手
に
「
ん
」
と
う
な
ず
く

だ
け
で
、
言
葉
を
発
し
な
い
人
が

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

メ
ー
ル
で
は
「
お
は
よ
う
」
と

発
信
す
る
け
れ
ど
、
言
葉
で
は
言

わ
な
い
人
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

　

上
京
の
際
に
一
流
企
業
の
入
っ

て
い
る
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
行

く
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
警
備
員

が
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

声
を
掛
け
て
も
、
出
社
し
て
く
る

社
員
の
誰
一
人
と
し
て
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
を

返
す
こ
と
な
く
、
早
々
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
に
乗
り
込
む
場
面
を
目
に

し
ま
す
。

　

訪
問
者
で
あ
る
私
は
、
気
ま
ず

い
雰
囲
気
を
感
じ
る
の
で
す
が
、

こ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま

う
と
何
の
不
自
然
さ
も
感
じ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

桜
花
が
散
っ
て
「
年
月
は
、
人

間
の
救
い
で
あ
る
。
忘
却
は
、
人

間
の
救
い
で
あ
る
」
太だ

ざ
い宰
治お
さ
むの
言

葉
で
す
。
忘
れ
去
る
こ
と
も
時
に

は
必
要
で
す
が
、
年
を
重
ね
て
も

肝
心
な
こ
と
は
忘
れ
て
ほ
し
く
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
心
し

た
い
も
の
で
す
。

花
の
散
る
　
拍ひ

ょ
う
し子

に
急
ぐ
　
小こ

あ
ゆ鮎

か
な
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
一
茶
　

まちのお知らせ ピックアップ
I B U S U K I

一日人間ドックの受診者を募集
生活習慣病の予防、健康管理、病気の早期発見・早期治療のために受診してみませんか。
▶対象／本市の国民健康保険か後期高齢者医療保険に加入している30歳以上の人
▶申込期間／4月3日㊊～6月30日㊎　
　※5月受診者は4月14日㊎まで、6月受診者は5月12日㊎まで
人間ドック内容

市内の医療機関 市外の医療機関

実
施
施
設

 いぶすき内科☎㉓3239　　 生駒外科医院☎㉒3059、
 指宿おおしげ内科☎㉓0788 指宿浩然会病院☎㉒3295、
 指宿さがら病院☎㉒3079　 木之下クリニック☎㉓3940、
 指宿医療センター☎㉒2231  小吉胃腸科クリニック☎㉔2011
 橋口医院☎㉟0022　　　　 南記念クリニック☎㉓3730

 ＪＡ鹿児島県厚生連健康管理センター
　鹿児島市与次郎１−13−１
　☎099−256−1133
※指宿市内（山川・開聞も含む）からバスの送迎が
　あります。

受
診
日

５月15日㊊～平成30年２月28日㊌ 
※全て午前中の受診になります。 
　医療機関により受診できる曜日が異なります。 

５月15日㊊～平成30年２月28日㊌
 一般コース（毎週㊊～㊎）
 女性コース（毎週㊊・㊌・㊎）
 大腸コース（毎週㊋・㊍）

検
査
内
容

問診、身体測定、腹囲、視力、聴力、血圧、脂質、肝機能、代謝系、
腎尿一般、心電図、血液一般、炎症性反応、前立腺（男性のみ）、
眼底、肺機能、大腸、腹部超音波、胸部Ｘ線、胃部Ｘ線または内視
鏡　など

 左の検査内容に加え、オプション検査あり
 女性コースは、婦人科の検査が追加
　（子宮細胞診・乳房検査・婦人科超音波など）
※詳しくは、問い合わせてください。

自
己
負
担
額

 男性　8,500円
 女性　6,500円

 一般コース　26,617円
 女性コース　32,617円
 大腸コース　39,135円
※農協組合員の人は、別途助成あり。

申
し
込
み・

問
い
合
わ
せ
先

実施施設か市役所各窓口まで。 
 健康増進課健康保険係☎㉒2111（内線285） 
 山市民福祉課健康福祉係☎㉞1113 
 開市民福祉課健康福祉係☎㉜3111（内線131） 

JAいぶすき各支所
 指宿地域☎㉕4211
 山川地域☎㉟2160
 開聞地域☎㉜3131

　

平
成
32
年
度
に
開
催
予
定
の
鹿

児
島
国
体
に
向
け
て
、
指
宿
総
合

体
育
館
の
大
規
模
改
修
工
事
（
床
、

照
明
な
ど
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
館
内
の
全
て
の

フ
ロ
ア
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、

市
体
育
施
設
の
管
理
窓
口
も
移
転

し
ま
す
。

▼
工
事
期
間
／
４
月
～
12
月（
予
定
）

４
月
か
ら
12
月
ま
で

指
宿
総
合
体
育
館
は

閉
館
し
ま
す工

事
期
間
中
の
市
体
育
施
設
の

管
理
窓
口
（
受
付
・
予
約
な
ど
）

▼
場
所
／
市
民
会
館
２
階
会
議
室

▼
指
定
管
理
者
／
い
ぶ
す
き
ス
ポ

　

ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
事
務
所
の

移
転
（
４
月
１
日
～
）

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
は
、
４
月
１

日
か
ら
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は

な
館
内
（
１
階
西
側
・
旧
工
芸

室
）
に
移
転
し
ま
す
。

 

問 

受
付
・
予
約
に
関
す
る
こ
と

　

い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
市
民
会
館
内
）
☎
㉒
３
５
１
１

　
工
事
に
関
す
る
こ
と

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
ふ
れ
あ
い

　

プ
ラ
ザ
な
の
は
な
館
内
）

　

☎
㉗
０
２
０
３
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指
宿
の
棚
田　

今
昔

いぶすきまるごと博物館 vol.130

　

池
田
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
、
新
永
吉
と
尾
下
の
棚
田
。
そ
の
美

し
い
風
景
は
、
見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
新
永
吉
の

棚
田
は
、
そ
の
昔
、
清
見
城
の
城
主
で
あ
っ
た
池い
け
だ
し
な
の
の
か
み

田
信
濃
守
が
、

こ
の
辺
り
に
石
を
積
ん
で
棚
田
に
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
棚
田
で
で
き
た
米
は
、
平
成
12
年
に
天
皇
陛
下

に
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
入
り
口
付
近
に
は
記
念
碑
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
棚
田
の
中
を
歩
く
と
、
豊
作
の
神
様
で

あ
る
田
の
神
さ
あ
が
祭
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

尾
下
の
棚
田
で
は
、
米
だ
け
で
な
く
「
田タ
イ
モ芋
」
と
い
う
サ
ト
イ
モ

に
よ
く
似
た
イ
モ
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
田
芋
田
の
一
部
は
市
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
田
芋
は
熱
帯
性
タ
ロ
イ
モ
の

仲
間
で
、
小
イ
モ
で
は
な
く
親
イ
モ
を
食
べ
る
の
が
特
徴
。
水
の

あ
る
と
こ
ろ
で
栽
培
さ
れ
ま
す
。
小
イ
モ
、
孫
イ
モ
が
次
々
と
増

え
る
こ
と
か
ら
、
子
孫
繁
栄
を
も
た
ら
す
縁
起
の
良
い
食
材
と
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　

さ
て
、
指
宿
の
棚
田
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
十
二
町
小
田

遺
跡
で
は
、
な
ん
と
平
安
時
代
の
棚
田
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
平
成
６
年
に
行
わ
れ
た
下
水
道
工
事
に
伴
う
発
掘

調
査
で
す
。
棚
田
は
西
暦
８
７
４
年
３
月
25
日
の
開
聞
岳
噴
火
で

埋
没
し
て
お
り
、
約
60
ｍ
に
わ
た
っ
て
南
か
ら
北
に
下
が
っ
て
い

ま
し
た
。
五
つ
の
畦あ
ぜ

が
あ
り
、
段
差
は
深
い
と
こ
ろ
で
50
㎝
を
計

り
ま
す
。
平
安
時
代
の
棚
田
と
し
て
は
日
本
初
の
発
見
で
、
薩
摩

半
島
に
班
田
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
ろ
の
様
子
を

考
え
る
う
え
で
、
貴
重
な
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

　

春
は
田
植
え
の
季
節
。
美
し
い
棚
田
を
見
な

が
ら
、
そ
の
歴
史
に
も
思
い
を
は
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
社
会
教
育
課
文
化
係
☎
㉓
５
１
０
０

新永吉の棚田

新
緑
の
茶
畑
が

春
を
彩
る

　

開
聞
岳
や
桜
島
が
一
面
に
見
渡

せ
る
清
見
岳
の
中
腹
に
、
整
然

と
連
な
る
茶
畑
が
あ
る
。「
標
高

３
０
０
ｍ
に
あ
る
た
め
、
寒
暖
差

が
あ
り
、
お
茶
の
栽
培
に
と
て
も

向
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」と
話
す

の
は
、
市
内
で
唯
一
、
お
茶
の
生

産
・
加
工
・
販
売
ま
で
一
貫
し
て

行
っ
て
い
る
石
嶺
製
茶
、
三
代
目

の
石い

し
み
ね嶺
義よ
し
た
か孝
さ
ん
だ
。

　

昭
和
40
年
頃
、祖
父
の
石い

し
み
ね嶺
林
は
や
し

さ
ん
と
父
の
親ち
か
し志

さ
ん
が
、
池
田

で
茶
畑
を
開
い
た
。
当
時
は
、
茶

問
屋
に
卸
す
だ
け
で
な
く
、
車
に

茶
葉
を
満
載
し
、
屋
久
島
や
奄
美

ま
で
行
商
に
出
掛
け
、
売
り
込
ん

で
い
た
そ
う
。「
今
で
も
当
時
の
客

か
ら
注
文
が
入
る
」と
、
親
志
さ

ん
が
う
れ
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ

た
。
息
子
の
義
孝
さ
ん
は
、
大
学

卒
業
後
、
静
岡
の
茶
問
屋
で
５
年

間
の
修
行
を
し
な
が
ら
茶
業
を
学

び
、
家
業
を
継
い
だ
。
現
在
は
、

妻
の
と
も
子
さ
ん
と
二
人
三
脚
で

茶
生
産
を
営
ん
で
い
る
。

　

茶
畑
で
は「
さ
え
み
ど
り
」「
や

ぶ
き
た
」「
あ
さ
の
か
」「
ゆ
た
か
み

ど
り
」な
ど
の
品
種
を
育
て
て
い

る
。
中
で
も「
さ
え
み
ど
り
」は
、

鮮
や
か
な
緑
色
で
渋
味
が
少
な
く
、

上
品
な
香
り
と
う
ま
味
が
あ
る
と

評
判
の
茶
葉
。「
さ
え
み
ど
り
」を

中
心
に
３
～
４
品
種
の
茶
葉
を
ブ

レ
ン
ド
し
て
作
ら
れ
る
商
品
は
、

市
内
２
カ
所
の
道
の
駅
で
販
売
さ

れ
る
ほ
か
、
業
務
用
と
し
て
ホ
テ

ル
や
病
院
、
砂
む
し
会
館「
砂
楽
」

な
ど
に
も
卸
さ
れ
て
い
る
。

　
「
人
が
口
に
す
る
物
な
の
で
、

安
心
安
全
を
第
一
に
考
え
て
、
生

産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」と
、

に
こ
や
か
に
話
す
義
孝
さ
ん
。
日

本
人
の
食
生
活
に
古
く
か
ら
寄
り

添
っ
て
き
た
お
茶
。
近
年
で
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
の
手
軽
さ
が
受
け
、

お
茶
を
急
須
で
入
れ
る
光
景
も
減

り
つ
つ
あ
る
。「
少
し
手
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
急
須
か
ら
入
れ
る
お

茶
は
、
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
よ
」と

義
孝
さ
ん
。

　

新
茶
の
摘
み
と
り
は
４
月
中
旬

か
ら
始
ま
る
と
の
こ
と
。
一
年
間

手
間
を
か
け
て
き
た
茶
の
新
芽
が

今
芽
吹
こ
う
と
し
て
い
る
。
春
が

待
ち
ど
お
し
い
。

 

問 

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
内
３
１
４

特
　
品

シ
リ
ー
ズvol.32

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド（
温
泉
の
み
）・

レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か
い
も
ん

　

温
泉
入
浴
料
を
、
１
回
の
入
浴

に
つ
き
２
０
０
円
助
成
し
ま
す
。

（
年
間
48
回
ま
で
）

▼
利
用
方
法
／
入
浴
す
る
際
に
、

　

各
入
浴
施
設
の
受
付
に
市
が
発

　

行
す
る
「
温
泉
入
浴
利
用
券
」

　

を
提
示

▼
発
行
手
続
き
／
申
込
先
に
、
住

　

所
が
確
認
で
き
る
書
類
（
健
康

　

保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

　

か
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参

※
事
前
に
電
話
連
絡
し
て
お
く
と
、

　

発
行
ま
で
の
時
間
が
短
縮
で
き

　

ま
す
。

申     

問 

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

内
２
８
４　

山
市
民
福
祉
課
健

康
福
祉
係
☎
㉞
１
１
１
３　

 

開 

市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

内
１
３
１

温
泉
入
浴
料
の
一
部
助
成
と

「
砂
楽
」の
無
料
入
浴
券

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

温
泉
入
浴
料
を
、
全
額
助
成
し

ま
す
。
た
だ
し
、
貸
し
浴
衣
代
と

タ
オ
ル
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。（
年
間
24
回
ま
で
）

▼
利
用
方
法
／
入
浴
す
る
際
に
、

　

砂
楽
受
付
に
「
砂
む
し
温
泉
利

　

用
カ
ー
ド
」
を
提
示

▼
発
行
手
続
き
／
初
回
入
浴
時
に
、

　

砂
楽
受
付
に
、
住
所
が
確
認
で

　

き
る
書
類
（
健
康
保
険
証
や
運

　

転
免
許
証
な
ど
）
か
身
体
障
害

　

者
手
帳
を
持
参

▼
利
用
時
間
／
㊊
～
㊎
の
９
時
～

　

12
時
、
13
時
～
15
時

※
㊏
・
㊐
・
㊗
、
年
末
年
始
、
ゴ

　

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、
お
盆
期

　

間
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他
／
医
師
か
ら
入
浴
に
支

　

障
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
て
い
る

　

人
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

問 

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
☎
㉓
３

　

９
０
０　

長
寿
介
護
課
高
齢
者

　

福
祉
係
内
２
５
５

市
内
に
住
所
を
有
し
、
65
歳
以
上
か
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
有

す
る
人
を
対
象
に
、
温
泉
入
浴
料
を
助
成
し
ま
す
。

尾下の田芋田小田遺跡の発掘の様子

アロハシャツを着て出掛けよう！
《観光シリーズ》光を観せて、魅せられて VOL.63

　市で「アロハシャツ着用」の運動が始まったのは、
今から約40年前。昭和50年に行われた第１回アロハ
まつりで「アロハシャツを市民のユニホームとする」
というアロハ宣言を行い、アロハシャツの着用が広ま
りました。
　近年では、市役所だけでなく、金融機関やスーパー
などでも従業員のユニホームとして採用されています。
環境や省エネに配慮した「エコファッション」の先駆け
として、たびたびマスコミにも取り上げられています。
　今年も、４月29日㊏に行われる「アロハ健幸ウオ
ーク＆アロハ宣言セレモニー」を皮切りに、10月末
までの期間、市民の皆さんのアロハシャツ着用を推進
します。
　この期間、市内のイベントや地域行事などでは、フ
ラダンスグループによるフラの披露も行われるなど、

色鮮やかな衣装や音楽で、ハワイアンムードに包まれ
ます。
　初夏になると、市内の大型スーパーや洋服店などで
は、色とりどりのアロハシャツが販売されます。また、
自分で生地やデザインを選び、オーダーメードでアロ
ハシャツやムームーが作れるお店もあります。
　皆さんも、アロハのまちづくり推進のため、またエ
コファッションとして、
お気に入りのアロハシ
ャツやムームーを着て、
出掛けてみませんか。

問観光課観光管理係
　☎㉒2111内323
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本のひろば
指宿図書館 ☎㉓2827
山川図書館 ☎㉟3300
ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

スマートフォン用アドレス https://www.ibusuki-lib.jp/WebOpac/mobile/index.do

４月の図書館カレンダー

ク
ロ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト

【
内
容
】保
育
園
に
通
う
２
人
の
子
ど
も

の
子
育
て
に
奮
闘
中
の
鶴
峯
家
。
そ
ん

な
中
、
子
育
て
の
悩
み
や
事
件
に
遭
遇

し
ま
す
。
家
族
を
守
る
べ
く
、
夫
婦
は

ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
。
子
育
て
世
代

へ
の
エ
ー
ル
が
詰
ま
っ
た
小
説
で
す
。

生
き
て
い
る
火
山

【
内
容
】火
山
学
者
と
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン

が
、
日
本
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
火
山
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
な
じ
み

深
い「
桜
島
」は
、
日
本
で
一
番
活
発
な

活
火
山
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
桜
島
が
夜

爆
発
す
る
様
子
を
と
ら
え
た
写
真
は
、

と
て
も
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

今月のおすすめ

一般図書（山川図書館） 一般図書（指宿図書館）

PICK UPPICK UP

スマートフォンサイト

スマートフォンから、図書館の資
料の検索や予約をしたり、貸出・
予約状況を見ることができます。

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

弾きながらマスター！
ウクレレ入門2017

自由現代社

クローバーナイト
辻
つじむら

村　深
み づ き

月（著）
光文社

PICK UP

PICK UP

《
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

カ
ー
ド
の
更
新
を

行
っ
て
い
ま
す

　
利
用
者
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

は
３
年
で
す
。
期
限
が
過
ぎ
た

ら
、
窓
口
で
更
新
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
更
新
手
続
き
の
際
は
、
登
録

情
報
に
変
更
が
な
い
か
確
認
し

ま
す
の
で
、
本
人
確
認
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
引
っ
越
し
な
ど
で
登

録
情
報
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

は
、
変
更
後
の
情
報
が
書
か
れ

た
本
人
確
認
証
を
持
参
し
て
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま

で
は
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

で
す
。
職
員
お
す
す
め
の
児
童

書
の
展
示
や
リ
ス
ト
配
布
な
ど

を
行
い
ま
す
。

児童図書（山川図書館）

夜やってくる動物のお医者さん
高
たかはし

橋　うらら（文）
フレーベル館

児童図書（指宿図書館）生きている火山
井
い ぐ ち

口　正
ま さ と

人（監修）
宮
みやたけ

武　健
たけひと

仁（写真・文）
くもん出版

休館日

えほんのひろば（指宿図書館）… ………………… 10：30～11：15
演じ手：つちはしこども学園の先生方

ふれあい映画会（山川図書館）… ………………… 14：00～14：40

おはなしのとびら（指宿図書館）… ……………… 10：30～11：15
演じ手：おはなし「風の会」の皆さん

ボランティアおはなし会(山川図書館）……………… 14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

よるのおはなし会（指宿図書館）…………………… 19：30～20：00
演じ手：図書館職員

火曜

16日

28日

15日

22日

コ
メ

ン
ト

山
川

砂
む

し
温

泉
近

く
の

伏
目

海
岸

に
行

っ
て

き
ま

し
た

。
大

迫
力

の
池

田
火

砕
流

堆
積

物
と

穏
や

か
な

東
シ

ナ
海

、
湯

け
む

り
が

上
が

る
砂

浜
。夕

日
の

中
に

開
聞

岳
の

シ
ル

エ
ット

が
浮

か
ぶ

日
本

の
地

と
は

思
え

な
い

よ
う

な
絶

景
に

、思
わ

ず
シ

ャ
ッ

タ
ー

を
切

り
ま

し
た

。

「
神

秘
の

伏
目

海
岸

」
 撮

影
者

：
原は

ら
　

幸こ
う

い
ち 一
さ

ん
（

玉
利

）

焦
点

距
離

：
28

m
m

／
F：

18
／

１
/4

0秒
／

IS
O

：
64

0
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吹
矢
サ
ー
ク
ル
の
会
員

　

健
康
吹
矢
は
、
年
齢
、
性
別
を

問
わ
ず
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
手
軽
に

楽
し
め
ま
す
。
無
料
体
験
も
で
き

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
／
毎
週
㊌
13
時
～
15
時

▼
場
所
／
山
川
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー

問�

い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
市

　

民
会
館
内
）
☎
㉔
５
３
６
６

在
宅
歯
科
医
療

相
談
窓
口

　

４
月
か
ら
、
専
任
の
歯
科
衛
生

士
が
、
歯
や
お
口
の
困
り
事
や
訪

問
歯
科
診
療
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼
相
談
方
法
／
電
話
、
直
接
、
訪

　

問
▼
日
時
／
㊊
～
㊎
９
時
～
16
時

問�
指
宿
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

ー
内�
２
５
７

４
月
２
日
～
８
日
は

発
達
障
害
啓
発
週
間

　

自
閉
症
な
ど
の
発
達
障
害
は
、

主
に
先
天
性
の
脳
機
能
障
害
が
原

因
で
す
。
発
達
障
害
が
あ
る
人
は
、

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

▼
登
録
審
査
日
／
①
５
月
９
日
㊋
、

②
７
月
11
日
㊋
、
③
９
月
12
日

㊋
、
④
11
月
14
日
㊋
、
平
成
30

年
１
月
９
日
㊋

▼
時
間
／
10
時
～
12
時
、
13
時
～

14
時
30
分

▼
場
所
／
県
青
少
年
会
館
（
鹿
児

島
市
鴨
池
新
町
１

−

８
）

※
猟
銃
や
軍
刀
な
ど
を
個
人
が
所

有
す
る
場
合
は
、
管
轄
す
る
警

察
署
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問�

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

住
宅
・
店
舗
な
ど
の

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　

市
内
の
建
築
業
者
な
ど
を
利
用

し
て
住
宅
や
店
舗
な
ど
の
増
改
築

の
工
事
を
行
う
場
合
、
工
事
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
受
付
／
４
月
３
日
㊊
～

※
予
算
に
達
し
た
時
点
で
受
け
付

け
終
了
。
平
成
30
年
３
月
15
日

　

㊍
ま
で
に
工
事
完
了
の
も
の

▼
対
象
者

　
住
宅

�

市
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
し

て
い
る
人

�

本
市
に
転
入
予
定
の
人

　

店
舗
な
ど

�

市
内
で
現
に
事
業
を
行
う
人

�

市
内
で
新
た
に
創
業
す
る
人

▼
対
象
住
宅
・
店
舗
な
ど

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

楽
習
教
室
参
加
者
募
集

　

脳
の
老
化
を
防
ぐ
「
読
み
書
き
」

や
「
計
算
」、「
筋
力
ア
ッ
プ
の
体

操
」
を
、
毎
週
１
回
行
い
ま
す
。

※
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ

ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

▼
期
間
／
５
月
～
10
月

▼
開
催
日
・
場
所

�

毎
週
㊋　

丹
波
校
区
公
民
館

�

毎
週
㊌　

川
尻
ふ
れ
あ
い
交
流

館

�

毎
週
㊍　

開
聞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

消
防
セ
ン
タ
ー

�

毎
週
㊎　

柳
田
校
区
公
民
館
、

　

成
川
区
民
セ
ン
タ
ー

▼
時
間
／
10
時
か
ら
１
時
間
程
度

　

（
成
川
区
民
セ
ン
タ
ー
は
13
時

や
対
人
関
係
が
苦
手
で
す
。

　

行
動
や
態
度
で
「
自
分
勝
手
」

「
変
わ
っ
た
人
」「
困
っ
た
人
」

と
誤
解
さ
れ
、
敬
遠
さ
れ
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

障
害
の
種
類
や
程
度
、
年
齢
や

性
格
な
ど
で
、
現
れ
方
は
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。
発
達
障
害
の
人
た
ち
が

個
々
の
能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
の

中
で
自
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
特
徴
に
応
じ
た
配

慮
や
支
援
が
重
要
で
す
。

問�

地
域
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

内�

２
７
４

４
月
６
日
～
15
日
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
／
横
断
は　

し
っ

か
り
よ
く
見
て　

た
し
か
め
て

▼
最
重
点
項
目
／
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止

▼
重
点
項
目

�

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

�

自
転
車
は
、
特
に
自
転
車
安
全

利
用
五
則
の
周
知
徹
底

�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

�

飲
酒
運
転
の
根
絶

問�

危
機
管
理
課
安
全
安
心
対
策
係　

　

内�

１
５
２

　
住
宅

�

対
象
者
か
そ
の
親
、
子
な
ど
が

所
有
し
、
現
に
居
住
ま
た
は
定

住
予
定
の
住
宅

　
店
舗
な
ど

�

小
売
業
、
飲
食
業
、
旅
館
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
業
種
で
、

直
接
一
般
客
と
対
面
し
、
商
品

の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
う
施
設
な
ど

▼
補
助
内
容

　
住
宅

�

工
事
費
用
の
10
％
で
、
上
限
は

７
万
円
（
定
住
予
定
者
は
上
限

10
万
円
）

　
店
舗
な
ど

�

工
事
費
用
の
10
％
で
、
上
限
は

10
万
円
（
創
業
す
る
人
は
上
限

20
万
円
）

※
ど
ち
ら
も
千
円
未
満
切
捨
て
、

住
宅
・
店
舗
な
ど
が
所
在
す
る

地
域
の
共
通
商
品
券
（
市
共
通

商
品
券
か
ツ
マ
ベ
ニ
商
品
券
）

で
交
付（
創
業
す
る
人
は
現
金
）

▼
対
象
工
事

�

工
事
費
が
20
万
円
以
上
の
も
の

�

市
内
業
者
が
施
工
す
る
も
の

※
屋
外
の
車
庫
・
倉
庫
な
ど
、
対

象
外
の
工
事
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
用
紙
／
商
工
水
産
課
、
山

　
開
地
域
振
興
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ

▼
申
込
方
法
／
直
接

申    �

問�

商
工
水
産
課
商
工
運
輸
係

　

内�

３
１
２

募
集

　

30
分
～
）

▼
対
象
／
65
歳
以
上

▼
教
材
費
／
毎
月
１
１
０
０
円

※
継
続
者
は
毎
月
２
２
６
０
円

▼
募
集
定
員
／
各
８
人
程
度

▼
申
込
方
法
／
電
話

▼
申
込
締
切
日
／
４
月
20
日
㊍

申    

問
指
宿
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
内
２
５
２

い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
会
員

　

い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
、
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ

く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
利
用
し
ま
せ
ん
か
。
詳

し
く
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
場
所

市
役
所
各
庁
舎
入
口
、
市
民
会

館
２
階
会
議
室
、
開
聞
総
合
体

育
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
山
川
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
、
各
校
区
公
民
館　

な
ど

▼
サ
ー
ク
ル
・
教
室
の
種
目

健
康
吹
矢
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
健
康

体
操
、
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
小
学
生
陸
上

教
室
、
駅
伝
教
室
、
少
年
サ
ッ

カ
ー
、
軽
ス
ポ
ー
ツ　

な
ど

申    

問
い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
市
民
会
館
内
）
☎
㉔
５
３
６
６

議
会
報
告
会

　

市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
柔

軟
に
対
処
す
る
た
め
、
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

議
会
で
議
論
し
た
内
容
な
ど
を

議
員
が
直
接
報
告
す
る
ほ
か
、
市

民
と
議
員
が
、
市
政
に
つ
い
て
情

報
と
意
見
を
自
由
に
交
換
す
る
場

で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問�

市
議
会
事
務
局
内�

５
１
２

銃
や
刀
は
登
録
を

　

平
成
29
年
度
銃
砲
刀
剣
類
の
登

録
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

美
術
品
ま
た
は
骨こ

っ
と
う董

品
と
し
て

価
値
の
あ
る
古
式
銃
砲
も
し
く
は

刀
剣
類
を
所
有
す
る
場
合
に
は
、

警
察
署
へ
届
け
出
を
済
ま
せ
た
後
、

県
教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
登
録

審
査
会
で
登
録
審
査
が
必
要
で
す
。

Ｍマ

イ

エ

ン

ザ

Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
の

販
売
日
程

　

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
は
、
臭
気
の

軽
減
や
堆
肥
の
発
酵
促
進
に
効
果

が
あ
り
、
畜
産
業
や
園
芸
、
家
庭

菜
園
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
居
住
し
、
市
内

で
使
用
す
る
人

▼
時
間
／
10
時
～
14
時

▼
場
所
／
山
川
農
業
セ
ン
タ
ー

　

（
西
大
山
駅
近
く
、
山
川
西
中

学
校
跡
地
）

▼
価
格
／
１
ℓ
当
た
り
20
円

　

（
１
人
１
０
０
ℓ
ま
で
）

※
き
れ
い
に
洗
っ
た
容
器
を
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。

問�

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　
（
会
長
・
伊い

さ佐
）
☎
㉞
０
４
０
８

　

農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

内�

７
１
６

４
月
の
粗
大
ご
み
収
集

　

粗
大
ご
み
収
集
所
は
、
通
常
の

ご
み
収
集
所
と
は
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▼
収
集
地
区
・
日
時

�

丹
波
校
区　
４
月
15
日
㊏
７
時　

　

～
８
時
30
分

※
特
大
の
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な　
　

　

い
も
の
が
、
粗
大
ご
み
で
す
。

問�

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

内�

２
４
５

休
日
保
育
の
案
内

▼
対
象
／
保
育
認
定
を
受
け
て
市

内
の
認
可
保
育
所
な
ど
に
入
所

し
て
い
て
、
㊐
・
㊗
に
家
庭
で

保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

▼
実
施
施
設
／
や
ま
が
わ
保
育
園　

☎
㉟
２
３
０
１

▼
登
録
方
法
／
市
の
窓
口
に
登
録

申
請
書
を
提
出
（
利
用
時
に
は

利
用
申
請
が
必
要
）

▼
利
用
料
／
無
料
（
例
外
あ
り
）

申    �

問�

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉

係
内�

２
７
１　
山
市
民
福
祉
課

健
康
福
祉
係
☎
㉞
１
１
１
４　

開
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉
係

　

内�

１
２
５

宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
し
ま
し
た

　

宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
の

助
成
で
、
湊
区
会
が
湊
公
民
館
を

建
て
替
え
ま
し
た
。
大
正
時
代
の

建
物
の
た
め
、
昔
の
趣

お
も
む
きを

残
し
ま

し
た
。
ま
た
、
か
い
も
ん
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
が
「
炊
き
出
し
釜
」

「
ア
ン
プ
セ
ッ
ト
」「
ア
ル
ミ
テ

ン
ト
」
な
ど
、
防
災
訓
練
用
備
品

を
購
入
し
ま
し
た
。

問 �����

公
民
館　
市
民
協
働
課
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係
内�

２
１
１

　

防
災
訓
練
用
備
品　
危
機
管
理

課
危
機
管
理
係
内�

１
５
２

っトク!!
情報掲示板

より楽しく・より暮らしや すく

市役所各庁舎のご案内
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　　　　　山山川庁舎　☎０９９３-３４-１１１１
　　　　　開開聞庁舎　☎０９９３-３２-３１１１

お
知
ら
せ
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７月 ９日㊐ 26日㊌

８月 ９日㊌ 27日㊐

９月 10日㊐ 27日㊌
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４月24日㊊
南指宿中学校体育館

北指宿中学校体育館

４月26日㊌

西指宿中学校体育館

山川文化ホール大ホール
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まちの�話�題
ZOOM UP IBUSUKI

実業団チームらが続々キャンプイン

シーズンの始まりは指宿で
今年も大学駅伝や硬式野球社会人チームなどが、指宿で
合宿を行いました。２月中旬から３月中旬にかけて、昨
年に続き自転車長距離のシマノレーシングや三菱日立パ
ワーシステムズ硬式野球部、４年連続となる順天堂大学
陸上競技部のほか、今年新たに、１月に行われた箱根駅
伝３位の早稲田大学競走部、新日鐵住金東海ＲＥＸが、
新シーズンに向けてトレーニングを行いました。市や各
種団体は、黒豚やソラマメ、茶節などを贈呈し、温かく
歓迎しました。

これまで何度か運動会にも参加している川淵夫妻と記念撮影 教室の最後に生徒が夢を発表。他の生徒たちは真剣に耳を傾けていました

「校庭芝生化発祥の地」碑を建立

芝生の上で豊かな教育を
JFAこころのプロジェクト「夢の教室」が開催

子どもたちの明るい未来へ
池田小学校ＰＴＡやＯＢ会、有志によって「校庭芝生化発
祥の地」碑が同校に建立され、２月22日、除幕式が行われ
ました。同校は、日本サッカー協会の川

かわぶち さぶろう
淵三郎最高顧問が

２０００年に池田小前を偶然通り掛かった際に、芝生の校
庭に感動し、同協会が提唱する校庭芝生化のモデルとな
りました。現在は全国３千校以上に広がっています。川淵
さんは「心からうれしい。これからも小学校との親戚付き
合いをさせていただきたい」と感謝の言葉を述べました。

プロのサッカー選手や野球選手などが授業を行う「夢の
教室」が２月21日から４日間、市内の中学２年生を対象に
行われました。23日、南指宿中学校では、元陸上選手の
秋
あきもと しんご

本真吾さんらが講師を務め、全員で協力して一つの目的
を達成することの楽しさや、期限や数字など具体的な目標
を決めて努力することの大切さなどを伝えました。２年の
渡
わたなべ あきひと

辺章仁さん（迫北）は「何度失敗しても諦めずに頑張っ
ていてすごい。自分ももっと頑張りたい」と話しました。

や
県
、
市
な
ど
の
同
様
の
貸
し

付
け
や
給
付
を
受
け
て
い
な
い

�

申
請
者
お
よ
び
生
計
を
一
と
す

る
同
居
親
族
が
、
暴
力
団
員
で

な
い

▼
支
給
期
間
／
原
則
３
カ
月
間

▼
支
給
方
法
／
支
給
決
定
後
、
直

接
家
主
な
ど
に
振
り
込
み
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

申    �

問�

地
域
福
祉
課
援
護
係

　

内�

２
７
９

こ
ど
も
の
日

市
体
育
施
設
無
料
開
放

▼
日
時
／
５
月
５
日
㊎
８
時
30
分

～
17
時

▼
開
放
す
る
施
設
／
指
宿
テ
ニ
ス

場
、
山
川
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
、
Ｂ
＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館
、
開
聞
総
合
体
育

館
▼
対
象
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る

　

中
学
生
以
下
と
引
率
の
保
護
者

▼
そ
の
他

�

照
明
を
使
用
す
る
場
合
は
、
実

費
と
な
り
ま
す
。

�

利
用
す
る
際
は
、
必
ず
窓
口
で

受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
市

　

民
会
館
内
）
☎
㉔
５
３
６
６

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援

自
立
相
談

経
済
的
な
理
由
や
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
な
ど
に
、
自
立
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
支
援
相
談

員
が
相
談
者
と
課
題
を
整
理
し

て
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
人
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

求
職
中
の
家
賃
補
助

生
計
を
支
え
て
い
た
人
が
仕
事

を
辞
め
て
、
賃
貸
住
宅
の
家
賃

の
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
な
ど
に
、
住
居
確
保
給
付
金

を
支
給
し
再
就
職
に
向
け
て
支

援
し
ま
す
。

▼
対
象
／
申
請
時
に
、
次
の
要
件

を
全
て
満
た
す
人

�

離
職
後
２
年
以
内
で
65
歳
未
満

�

離
職
前
に
世
帯
内
で
主
た
る
生

計
維
持
者
で
あ
っ
た

�

就
労
能
力
と
常
用
就
職
の
意
欲

が
あ
り
、
自
立
相
談
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
の
職
業
相
談
な
ど
の

就
職
活
動
を
行
う
こ
と

�

住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
か
、
喪

失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

�

申
請
者
お
よ
び
生
計
を
一
と
す

る
同
居
の
親
族
の
預
貯
金
の
合

計
が
、
定
め
ら
れ
た
基
準
額
以

下
で
あ
る

�

申
請
月
の
世
帯
収
入
合
計
額
が
、

定
め
ら
れ
た
基
準
額
以
内
で
あ

る

�

申
請
者
や
同
居
の
親
族
が
、
国

交
通
事
故
無
料
相
談
会

　

交
通
事
故
の
損
害
調
査
や
後
遺

障
害
の
認
定
手
続
き
、
損
害
賠
償

額
の
試
算
、
治
療
や
後
遺
症
の
不

安
や
悩
み
な
ど
、
交
通
事
故
に
関

す
る
全
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

㊊
～
㊎
９
時
～
16
時
は
、
電
話
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
４
月
15
日
㊏
10
時
～
15

時
▼
場
所
／
市
民
会
館

予    �

問�

交
通
事
故
被
害
者
救
済
推
進

　

協
会（
南
薩
地
区
担
当
・
有あ

り
た田
）

　

☎
０
９
９-

３
４
５-

１
０
８
９

４
月
～
６
月
は

春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

農
業
の
機
械
化
が
進
む
一
方
、

農
業
機
械
の
事
故
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
県
で
は
、
農
繁
期
の
４
月

～
６
月
を
「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ

ロ
運
動
」
の
実
施
期
間
と
し
、
事

故
の
未
然
防
止
を
広
く
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
内
で
も
４
件
の
重

大
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
１
件
は
死
亡
事
故
で
す
。
新

規
就
農
者
、
経
験
豊
富
な
農
業
者

を
問
わ
ず
、
事
故
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内�

７
１
４

催
し

はしむれ子どもまつり
開館時間  9：00～17：00
（体験受付は15：30まで）

４月29日㊏～５月７日㊐

PICK UP NEWS

　期間限定の古代体験イベントが盛りだくさん。５
月５日㊎は、小・中学生の常設展示室観覧が無料に
なります。ぜひ、遊びにきてください。

 問時遊館COCCOはしむれ☎㉓5100

指宿市役所　指指宿庁舎　☎０９９３-２２-２１１１　　山山川庁舎　☎０９９３-３４-１１１１　　開開聞庁舎　☎０９９３-３２-３１１１
◇指宿市役所の住所　〒891-0497　指宿市十町２４２４番地　　◇指宿市ホームページ　http://www.city.ibusuki.lg.jp

ゴールデンウィーク
自然と遊ぼう！
ネーチャーゲーム

シカの角アクセサリー作り

ミニ土器発掘体験

ミニ四駆レース

Ｎゲージ鉄道模型展

毎日開催のコーナー

　　　　　  ※要事前申し込み
４月29日㊏
10：00～12：00、13：30～15：30
親子で楽しめるゲームで自然に
触れて春を感じてみませんか。
▶場所／橋牟礼川遺跡史跡公園

５月３日㊌～５日㊎
鹿角を削ってオリジナルのペン
ダントを作ろう。（１日20人限定）
▶料金／300円

５月３日㊌～５日㊎
土を削って土器を掘り出そう。
（１日20人限定）
▶料金／300円

４月29日㊏、30日㊐
　部屋いっぱいのコースで愛車
を走らせてみよう。体験用のミ
ニ四駆もあるよ。
大会は４月30日㊐10：00～
12：00開催（要事前申し込み）

５月３日㊌、４日㊍
人気列車の150分の１の模型が
ジオラマを走ります。

� 昔なつかしい遊び体験
� プラレール遊び体験
� 人気古代体験メニュー

（勾
ま が た ま

玉、オリビン万華鏡作り
など）

1

1  シマノレーシング 2  早稲田大学競走部 3  三菱日立パワーシステムズ硬式
野球部 4  順天堂大学陸上競技部 5     新日鐵住金東海ＲＥＸ

2

3

4

5
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天候にも恵まれ一斉にゲームスタート日本中を魅了する「たまて箱温泉」からの景色 荒天で室内での開催となった訓練。交代で声掛けを体験しました

指宿温泉・砂むし杯グラウンド・ゴルフ大会が開催

青空の下はつらつプレー
人気ランキングで上位に！

全国からのご愛顧に感謝！
仙田区で徘

はいかい

徊声掛け訓練

安心して暮らせる地域をめざして
第１回指宿温泉・砂むし杯グラウンド・ゴルフ大会が２月
28日と３月１日、ふれあいプラザなのはな館で開催されま
した。多くの人に指宿に宿泊してほしいと２日間の日程で
行われた大会には、県内外から約700人が参加。青空の下、
はつらつとしたプレーや他チームとの交流を楽しみまし
た。実行委員長の川

かわみつ みちのぶ
満道信さん（中川）は「宿泊する人も

約300人いる。プレーはもちろん、たくさんの人が指宿を
楽しんで、好きになってくれたらうれしい」と話しました。

天然砂むし温泉をはじめ、1,000を超える豊富な泉源を誇
る指宿温泉。名誉ある賞を多数受賞しました。

たまて箱温泉が４年連続日本一
人気口コミサイト「トリップアドバイザー」が行う、「行って
よかった!日帰り温泉&スパランキング2017」で、ヘルシー
ランド露天風呂「たまて箱温泉」が、通算５度目、４年連続
の日本一に輝きました。山川砂むし温泉「砂

さ ゆ り
湯里」も６位

に選ばれました。

"旅のプロ"が選ぶ温泉地ランキングで第３位
観光経済新聞社主催、旅行会社の社員などが選ぶ「第30
回にっぽんの温泉100選」で、大河ドラマ「篤姫」放映の
2008年以来、８年ぶりに草津、別府につづき第３位に入
賞しました。

温泉総選挙2016
女子旅部門で第５位
温泉の効能や温泉地の魅力を広
めるため、今年度始まった「温泉
総選挙」。全国104の自治体から
125件の応募があり、指宿温泉
が女子旅部門の第５位に選ばれ
ました。

徘徊声掛け訓練が３月５日、仙田区で行われ、区民ら約60
人が参加しました。認知症で徘徊する人への対応を学び、
地域での見守り力を高めることが目的。参加者は、声掛け
のポイントなどを学んだ後、徘徊者に扮

ふん
した介護事業所職

員らに「どこにいかれますか」「お手伝いしましょうか」な
ど、優しく笑顔で語り掛けていました。実行委員長の七

たなばた
夕

利
としひさ

久区長は「繰り返し訓練を行って、みんなで支え合う仙
田区をつくりたい」と話しました。

仲間との思い出を胸に最後のステージを飾った卒業生たち 堂々と発表した生徒ら。夢を胸に記念撮影色とりどりの花が並びます 重さ８トンの消波ブロックに思い思いに絵を描きました

市内の各学校で卒業式

感謝を胸に母校と別れ
「僕の夢 私の夢 立志の主張大会」が開催

14歳の「夢」や「思い」を発表
いぶすきフラワーコンテストが開催

いぶすきの「花」勢ぞろい
指宿港海岸整備事業の現場見学会が開催

消波ブロックに夢描く
市内17校の小・中学校で卒業式が行われ、688人が卒
業しました。３月14日に行われた開聞中の卒業式では、
萩
はぎもと

元晴
はるひこ

彦校長から「人との出会いを大切に、今を精いっぱ
い生きてほしい」と生徒一人ひとりに卒業証書が手渡され
ました。卒業生代表の岡

おかもと あかり
元朱梨さん（上手）は「県合唱コ

ンクールで金賞を取った感動は一生忘れない。仲間との別
れは寂しいけど、私たちはいつまでも友だち。支えてくれ
たすべての人に感謝します」と別れの言葉を述べました。

本市出身の幕末の豪商・第８代目濵﨑太平次にちなんだ
「僕の夢 私の夢 立志の主張大会」が２月25日、時遊館Ｃ
ＯＣＣＯはしむれで開催されました。市内各中学校代表の
２年生10人が、将来の夢や社会に望むことなどを大勢の
聴衆を前に発表。最優秀賞には、オーストラリアからホー
ムステイを受け入れた経験から「コミュニケーション能力
を高めて英語の通訳者になりたい」と発表した南指宿中の
髙
た か だ  こ と な

田琴菜さん（中小路）が選ばれました。

フラワーコンテストが３月10日、フラワーパークかごしま
で開催されました。生産者の技術向上や商品価値の高い
花づくりへの意識を高めるため、いぶすき花き振興会が毎
年開催。輪ギクやスプレーギク、カーネーション、希少性の
高い観葉植物など、市内で生産された62点が出品されま
した。講評では「指宿では、コンテストができるほど多くの
品目・品種が安定的に栽培されていて素晴らしい」と、花
き生産地としても評価されました。

指宿港海岸整備事業の現場見学会が２月23日、指宿港太
平次公園で行われ、池田小学校の３～６年生24人が参加
しました。児童らは、整備の概要や離岸堤の役割などを学
んだ後、離岸堤横に沈める消波ブロックにクジラやタコの
絵、自分の夢などを描きました。また、高級魚のクエの稚
魚約500匹の放流も行い、思い出をつくりました。３年の
日
ひ だ か  あ き と

髙暁斗（池崎）さんは「ブロックに夢を描くのも魚の放
流も初めて。将来は野球選手になりたい」と話しました。

まちの�話�題
ZOOM UP IBUSUKI

まちの�話�題
ZOOM UP IBUSUKI

１月20日、浅草ビューホテル（東京）で表彰を受ける豊留市長

女性に人気の海水パック
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申問市長公室広報統計係
　☎㉒2111内123We ♥BABY

〜子どもはまちの宝です〜
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り の ん

暖ちゃん伊
い せ ち

瀬知嶺
れいのすけ

之介ちゃん
一緒に泣いて笑って楽し
く生きていこうね♪

大きく元気に育ってね

北
きたがわ

川　拓
た く し

志ちゃん
聖く・優しく・美しく大
宙へ翔け！

谷
たにぐち

口　 宙
そら

ちゃん西
にしかわ

川　冬
と う ま

馬ちゃん
お姉ちゃんと仲良く元気
に育ってね

PICK UP NEWS

九州オールドカーフェスタ
in指宿かいもん

アロハ健幸ウオーク
＆アロハ宣言

　往年のオールドカーや珍車が集結。特産品の販売や
露店も立ち並びます。
▶日時／4月16日㊐　10：00～14：30
▶場所／かいもん山麓ふれあい公園
▶内容／約250台のオールドカー展示、ステージショ

ー（吹奏楽演奏　ほか）
※会場周辺は交通規制を行います。標識や係員の指示

に従って通行してください。
問九州オールドカーフェスタin指宿かいもん実行委員

会（かいもん山麓ふれあい公園内）☎㉜5566

　陸上競技場やなのはな館周辺の約4㎞を歩き、終了
後はお楽しみ抽選会も行われます。指宿に夏の到来を
告げるアロハ宣言も同時開催。アロハシャツ着用で、
気軽に参加してください。
▶期日／４月29日㊏　　▶場所／市営陸上競技場
▶内容／８：30 ～ 健幸鑑定団（健康チェックなど）
　　　  10：00 ～ アロハ健幸ウオーク＆アロハ宣言
※雨天時はサンシティーホールいぶすきで健幸体操を

行います。
問健幸のまちづくり推進室☎㉒2111内287

健 幸
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高齢者と自動車運転

〜分かりやすい医療の話〜
Medical Lecture

　現在、県内で自動車免許を保有している人は

111万人で、18歳以上人口の実に８割にものぼり

ます。75歳以上では９万7000人、90歳以上でも

2000人が保有しています。なんと、100歳以上の

人も２名おられます。

　75歳以上の人の認知機能検査の集計では、高齢

になるほど「認知症や認知機能低下の可能性あ

り」と判定される割合が増加し、特に84歳以上で

は半数以上が該当すると、警察庁が発表していま

す。

　本人や家族が「運転の継続は危険」と判断し、

運転免許を自主返納する人も増えており、県内で

も昨年１年間で4294人（65歳以上）が返納されて

います。しかし、田舎では買い物や通院などの移

動手段が限られているため、車が無いと生活が成

り立たず、返納をためらっている方も少なからず

おられます。

　皆さまご存じのように、３月12日から改正道路

交通法がスタートし、75歳以上の人の免許更新時

と交通違反（速度違反と駐車違反は除く）時のル

ールが変更されました。

　今までは、免許更新時に認知機能検査が行われ

ていましたが、今後は、75歳以上の人が信号無視

や一時不停止等の安全運転義務違反を犯した時に

も、臨時の認知機能検査を受ける事が義務付けら

れました。これは、３年に１回の定期的な認知機

能検査だけでは、認知機能低下進行例に対応でき

ないためです。

　自動車教習所などで受ける定期・臨時の認知機

能検査で「認知症の恐れがある」と診断された場

合は、公安委員会が指定する臨時適正検査を受け

るか、主治医など（１カ月以上通院している）の

診断書を提出するか、どちらかが義務になります。

明らかに認知機能が低下している場合は、ご近所

の主治医でも診断書は書けるかと思いますが、軽

度認知症で境界状態の場合は、診断が大変難しく

なります。その診断書次第で、運転免許の停止に

つながる可能性があります。診断書提出を指示さ

れた場合は、まず、かかりつけの医師にご相談く

ださい。診断困難例の場合は、認知症疾患医療セ

ンターや認知症専門医をご紹介いたします。

　75歳以上のドライバーの方々を大変脅すような

文章となりましたが、県警は診断書提出が必要な

人が、県全体で年間1500人程度と予想しています。

「最近運転に自信が無くて、免許停止は嫌だな」

と思われる方には自主返納をお勧めします。

　返納後に移動弱者となる人に対する、家族や地

域、行政のサポートが、今後（85歳以上の４人に

１人が認知症の時代）の重要課題です。

Doctor

今月のドクター
指宿医師会

橋
は し ぐ ち

口　尚
た か ふ み

文
問指宿医師会　☎㉞2820

月日 医療機関名（診療科） 電話番号

４月２日㊐ 【外科】指宿医療センター ☎㉒2231
【内科】大重内科 ☎㉞1003

４月９日㊐ 【外科】生駒外科医院 ☎㉒3059
【内科】指宿浩然会病院（※） ☎㉒3295

４月16日㊐ 【外科】肥後胃腸科クリニック ☎㉟2148
【内科】外村クリニック（※） ☎㉔3770

４月23日㊐ 【外科】指宿脳神経外科 ☎㉗1177
【内科】指宿温泉病院 ☎㉕3653

４月29日㊏ 【外科】今林整形外科病院 ☎㉒2710
【内科】福元医院（※） ☎㉒3053

4月30日㊐ 【外科】木之下クリニック ☎㉓3940
【内科】指宿さがら病院 ☎㉒3079

５月３日㊌ 【外科】指宿脳神経外科 ☎㉗1177
【内科】肥後病院（※） ☎㉒4148

５月４日㊍ 【外科】生駒外科医院 ☎㉒3059
【内科】指宿浩然会病院（※） ☎㉒3295

５月５日㊎ 【外科】今林整形外科病院 ☎㉒2710
【内科】宮薗病院（※) ☎㉜2001

５月７日㊐ 【外科】指宿医療センター ☎㉒2231
【内科】指宿医療センター ☎㉒2231

指宿地域
4月1日～2日 ㈲丸山水道工務店 ☎㉓3131

（夜・休☎090-8911-3357）
3日～9日 ㈱福尚 ☎㉒4529

10日～16日 ㈱丸善産業 ☎㉕5200
（夜・休☎090-8763-0866）

17日～23日 ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
（夜・休☎㉓2190)

24日～30日 ㈱出口組 ☎㉖2105
（夜・休☎㉖2165)

5月1日～2日 中川水道㈲ ☎㉕2706

３日 ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
（夜・休☎㉓2190)

４日 ㈲上林山組 ☎㉕5515
（夜・休☎090-2511-4311）

指宿地域
5月５日 ㈲丸山水道工務店 ☎㉓3131

（夜・休☎090-8911-3357）
６日～７日 中川水道㈲ ☎㉕2706

山川地域
４月 ㈲東水道工務店 ☎㉟2447
５月 ㈱福ヶ迫建設 ☎㉞1822

開聞地域
４月 永吉建設㈱ ☎㉜3181
５月 ㈱丸新建設 ☎㉜2227

かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

月日 薬局名 電話番号
４月２日㊐ 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

まどか薬局 ☎㉟2120

４月９日㊐ チェリー調剤薬局 ☎㉔3705
わたせ薬局 ☎㉒4739

４月16日㊐ ケーアイ調剤薬局 ☎㉗1152

４月23日㊐ なのはな薬局 ☎㉔1111
ヨシ薬局 ☎㉕3678

４月29日㊏ ハッピー薬局 ☎㉖4189
ハート薬局 ☎㉓2377

４月30日㊐ イブスキ薬局 ☎㉔4516
５月３日㊌ なのはな薬局 ☎㉔1111

５月４日㊍ チェリー調剤薬局 ☎㉔3705
わたせ薬局 ☎㉒4739

５月５日㊎ ハッピー薬局 ☎㉖4189
かいもん・トミタ薬局 ☎㉜5234

５月７日㊐ 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

（※） 印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康診査が受診
できます（事前に申し込んでください）。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医テレホン
サービス

※ 水道工事に関する当番店です。下水やトイレの詰まりなどは、なじみの
工事店にお願いしてください。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

※かかりつけ歯科医が不在のときは、当番歯科医を利用してください。
※通常の日曜・祝日は、かかりつけ歯科医もしくは県歯科医師会口腔保健
　センター（☎099-223-0378）を利用してください。

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時） 日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

日曜・祝日当番医・薬局・水道工事当番店

水道工事当番店

月日 歯科医療機関名 電話番号
５月３日㊌ 永尾歯科医院 ☎㉔5523
５月４日㊍ 北薗デンタルクリニック ☎㉒6401
５月５日㊎ 伊地知歯科医院 ☎㉔5530

長期休日当番歯科医（診療時間９時～１２時）

　指宿港と根占港を片道20分で結ぶ高速船「なんきゅ
う10号」が就航します。１日４往復、毎日運行します。
乗船は先着順となります。出航時刻までに、直接乗り場
（指宿港浮き桟橋）にお越しください。
▶乗客定員／64人
▶料金
　大人（中学生以上）800円

小学生以下 400円
　自転車 500円
※小学生未満は、大人１人

につき１人無料

運航ダイヤ
根占港発 指宿港発
7：20 8：00
8：50 9：20

14：00 14：50
16：10 16：50

▶乗船券の販売／乗船券は、船内での販売となります。
※船長が直接販売します
▶その他／自動車やオートバイ（原付バイク含む）は載

せられません。急きょ欠航になる場合がありますので、
当日の運行状況は音声ガイダンスで確認してください。

問南九船舶☎080-1536-4089（船長携帯電話）
　音声ガイダンス☎0994-24-3660

４月から
高速船が就航します

指宿港⇔根占港
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今
年
は
合
併
後
初
の
Ｂ
ク
ラ
ス

で
の
挑
戦
で
し
た
が
、
結
果
は
９

位
に
。
来
年
の
奮
起
を
期
待
し
た

い
で
す
ね
。

九
州
オ
ル
レ
フ
ェ
ア
指
宿
・

開
聞
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま

し
た
。
道
中
ず
っ
と
開
聞
岳
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
街
中
を
抜
け
、

神
社
で
安
全
祈
願
。
田
園
地
帯
や

川
沿
い
を
抜
け
、
海
岸
へ
出
ま
し

た
。
強
く
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

休
憩
所
ご
と
の
心
温
ま
る
お
も
て

な
し
の
数
々
。
本
当
に
胸
を
打
た

れ
ま
し
た
。
関
東
か
ら
参
加
し
た

甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
60
代　
男
性
）

　

遠
方
か
ら
の
ご
参
加
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
満
足
い
た

だ
け
た
よ
う
で
幸
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
お
も
て
な
し
の
心
を
も

っ
て
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
を
お
迎

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

気
温
の
寒
暖
差
が
激
し
く
、

体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期

で
す
が
、
ぽ
か
ぽ
か
の
春
を
楽
し

み
に
天
気
予
報
と
に
ら
め
っ
こ
す

る
毎
日
で
す
。
４
月
に
は
孫
が
誕

生
す
る
予
定
で
、
と
て
も
楽
し
み
。

（
57
歳　
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
）

　

お
孫
さ
ん
の
誕
生
が
待
ち
遠
し

い
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
体
に
気
を

つ
け
ら
れ
、
元
気
に
お
孫
さ
ん
を

迎
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

私
の
ほ
ん
の
少
し
の
自
慢
は
、

家
内
が
亡
く
な
っ
て
か
ら

の
29
年
間
、
台
所
ご
み
を
一
度
も

出
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
市
の

補
助
金
で
コ
ン
ポ
ス
ト
を
購
入
し
、

中
身
が
乾
燥
し
た
ら
堆
肥
と
し
て

使
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
や

無
駄
を
省
く
こ
と
に
、
み
ん
な
で

協
力
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　

（
73
歳　
空
豆
大
好
き
お
じ
さ
ん
）

ここは市民の集いの場。
広報誌お知らせ版の
クイズに応募いただいた
意見などを
掲載しています。

篤姫ゆかりの地で研修を受けるボランティアガイド

（30歳　てげ）

大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

ご郷
ど
ん
」

指
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
研
修
中
で
す
。
こ
の
機
会
に

指
宿
を
更
に
Ｐ
Ｒ
し
「
翔
ぶ
が
如

く
」
以
上
の
来
客
来
訪
を
願
い
観

光
ガ
イ
ド
を
め
ざ
し
ま
す
。　
　

　
　
　
　
（
67
歳　
こ
ご
と
爺
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
研
修
に

参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
指
宿
に
も
重
要
な
歴
史

や
ゆ
か
り
の
地
が
あ
り
ま
す
の
で

「
西
郷
ど
ん
」
を
き
っ
か
け
に
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

毎
年
季
節
に
な
る
と
、
ソ
ラ

マ
メ
を
県
外
の
知
人
に
送

っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
甘
く
て
お

い
し
い
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
よ
。

　
　
　
　
（
51
歳　
マ
メ
っ
子
）

　

栄
養
素
や
食
物
繊
維
が
豊
富
な

ソ
ラ
マ
メ
。
お
い
し
く
食
べ
る
に

は
鮮
度
が
重
要
な
の
で
、
産
地
直

送
で
き
る
の
は
強
み
で
す
よ
ね
。

先
日
、
向
吉
地
区
の
み
ん
な

で
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
し

ま
し
た
。
一
人
１
０
０
ｍ
ず
つ
走

っ
て
、
昼
ま
で
に
は
42
・
１
９
５

㎞
を
無
事
完
走
で
き
ま
し
た
。
終

わ
っ
た
後
、
公
民
館
で
食
べ
た
鍋

が
、
本
当
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
（
10
歳　
は
る
か
）

　

向
吉
地
区
の
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

は
、
４
年
続
く
恒
例
行
事
だ
そ
う

で
す
ね
。
み
ん
な
で
一
つ
の
こ
と

を
達
成
し
た
こ
と
は
、
ず
っ
と
思

い
出
に
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
い
思
い
出
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

長
い
間
、
ご
み
の
減
量
に
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
月
、
指
宿
広
域
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

施
設
を
長
く
使
え
る
よ
う
、
ご
み

の
減
量
に
み
ん
な
で
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
コ
ン
ポ
ス
ト
や
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
に
は
補
助
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

�

１
月
20
日
の
新
聞
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
そ
ら
ま
め
の
会
」
指
定

管
理
10
年
の
記
事
を
と
て
も
う
れ

し
く
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
私
は

本
が
好
き
と
い
う
以
上
に
図
書
館

の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
が
大
好
き

で
通
っ
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
活
動
が
私
の
心
に
こ
こ
ち
よ
く

響
い
て
く
る
の
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
67
歳　
Ｍ
・
Ｋ
）

　

図
書
館
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、

活
動
し
て
き
た
そ
ら
ま
め
の
会
の

み
な
さ
ん
。
図
書
館
業
務
以
外
で

も
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
今
号
の

「
い
ぶ
す
き
の
温
人
」（
Ｐ
８
～

９
）
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
下
一
周
駅
伝
の
応
援
に
行

き
ま
し
た
。
指
宿
チ
ー
ム

は
５
番
目
に
通
過
。
ご
近
所
の
皆

さ
ん
と
、
拍
手
と
声
援
を
送
り
ま

し
た
。
感
動
を
あ
り
が
と
う
。　

　
　
　
　
　
（
65
歳　
花
茶
姫
）

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋寄ってらっしゃい

向吉地区のリレーマラソンで元気にスタートする子どもたち

大自然を楽しむ参加者たち

262017.4 　　広報いぶすき
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